
　体の表面から超音波を体内へ向けて発生させ、臓器や血管などの状態を観察する検査です。

　腹痛などの症状があった場合や、健康診断などで異常を指摘された場合など、その原因を調べるために

　実施します。

　午前検査の方：検査の前日の夜9時以降は食事をとらず、当日の朝食もとらずに来院ください。(飲水は可能)

　午後検査の方：検査開始6時間前より食事をとらずに来院ください。(飲水は可能）

※頸動脈、甲状腺など首の部分の検査のみの場合は、食事可能です。

　ベットに横になり、観察部位にゼリーを塗ってプロープと呼ばれる装置を当てて観察します。

　検査時間は15分程度ですが、場合によっては時間がかかることがあります。

　特に検査前の麻酔や注射等はなく、検査中に痛みはありません。

 　膀胱、前立腺、子宮、卵巣などの下腹部の臓器を観察する場合は、直前の排尿はできるだけ控えてください。

　 検査前に食事をしてしまうと観察が不十分になり再検査が必要になる場合があります。

　　　

※ご不明な点は、お電話(048-754-5331)またはメール(fujiclinic5331@yahoo.co.jp）にてお問い合わせください。
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